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百貨店や画商が開催した東京における新作日本画の展観の記録　第二弾
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東京における百貨店・画商の日本画展観（戦後編）

戦後復興から高度経済成長期の昭和45年まで、戦前から続くこの時代
に名実ともに輝いていた日本画展観を細大漏らさず収録！

戦後の文化的価値観の変化に、画家と画商が協力して乗り越え、数多
の名作が誕生した詳細な記録
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竹内栖鳳《班猫》、川合玉堂《峰の夕》などが出品され、作家の自由な作品発
表の場であり、生活に彩りを添える販売の場であった市井展！
近代美術作品の発表の実態をくまなく網羅！

●百貨店美術部・画商が開催した昭和 21 年から 45 年までの日本画新作発表の展観約 1300
余りを収録。

●本書収録の作品点数は約1万1000点。精確な本文により出品作品や同時代評などが判明。
●その中、約四千点を参考図版として掲載。巻末の「作家別掲載図版一覧」により作品の
検索が可能。
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市井展とは？　（本書より抄録）
・市井展とは、百貨店の美術部や画商（画廊）が主催する、複数の美術作家による新作発表展。
・百貨店美術部の創設から間もなくして、メンバーを特定しない新作発表展（A）がスタート（明治末期から大
正初期、1910 年代）。

・百貨店美術部の創設に前後して、古画骨董を扱う美術商の中から新作の絵画（新画）を扱う美術商（新画商）
が台頭。

・三越美術部の「淡交会」を嚆矢として（関東大震災以後、1920 年代）、特定のメンバーによる「○○会」と呼
ばれる新作発表展（B）が百貨店美術部と新画商によって開催され注目を浴びるようになり、市井展と言えば、
このBを指すようになる。

・Aは、新春と夏とに床の間に掛けかえる新作の絵（画幅）の販売が主な目的であったので、晩秋から初冬（秋
季展）と春から初夏（春季展）の年 2回開かれることが多かった。Bは、年 1回定期的に開催された。

・いずれも販売を目的としているので、美術展より「展観」が相応しい。
・百貨店美術部・画廊の展観の常態化や、日本画展観の相対的減少が顕著になる昭和 46 年以降から次第に、「市
井展」という呼称は使われなくなった。
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本書の特色

本書収録の主な作家とその掲載図版点数
　（　）内は収録図版予定点数
麻田鷹司（61）・麻田辨次（41）・石本正（53）・伊東深水（29）・岩橋英遠（49）・上村松篁（69）・浦田正夫（42）・
大山忠作（64）・奥村土牛（96）・小倉遊亀（57）・小野竹喬（64）・堅山南風（50）・加藤栄三（94）・加藤東一（71）・
金島桂華（36）・鏑木清方（45）・加山又造（62）・川合玉堂（32）・川端龍子（42）・今野忠一（53）・信太金昌（44）・
杉山寧（89）・髙山辰雄（119）・堂本印象（49）・徳岡神泉（55）・中川一政（39）・中村岳陵（32）・中村正義（30）・
西山英雄（80）・野島青茲（41）・橋本明治（79）・濱田観（37）・濱田台児（37）・東山魁夷（82）・稗田一穂（49）・
平山郁夫（41）・福王寺法林（53）・福田平八郎（90）・前田青邨（52）・松林桂月（29）・森白甫（27）・森田沙伊（68）・
安田靫彦（41）・山口華楊（43）・山口蓬春（79）・山田申吾（82）・山本丘人（100）・横山大観（29）・横山操（80）・
吉岡堅二（53）

662　第 2部　画商

253-p. 38。石本正《木瓜》＝『三彩』253-p. 39。加山又造
《雪》＝『三彩』253-p. 50、『萠春』183中絵。加山又造《牡
丹（二）》＝『美術通信』706-p. 3、『三彩』253-p. 43。加山又
造《猫（一）》＝『読売新聞』11.8夕刊。加山又造《猫（二）》
＝『三彩』253-p. 36。《鯉（一）》＝『三彩』253-p. 40。加山又
造《鯉（二）》＝『三彩』253-p. 40。加山又造《白鷺》＝『三
彩』253-p. 41。加山又造《雁》＝『三彩』253-p. 41。平山郁
夫《白毫寺》＝『読売新聞』11.8夕刊、『三彩』253-p. 35（多
色図）、『萠春』183中絵。平山郁夫《浄瑠璃寺》＝『三彩』
253-p. 42。平山郁夫《山の辺の道》＝『三彩』253-p. 45。平
山郁夫《水上の池》＝『三彩』253-p. 53。平山郁夫《浄瑠璃
寺》＝『三彩』253-p. 55。平山郁夫《薬師寺の月夜》＝『美術
通信』706-p. 3。平山郁夫《飛鳥川》＝『平山郁夫展〈文化
勲章受章記念〉〔カタログ〕』（朝日新聞社・日本放送協会・
平山郁夫美術館等　平成 11年 4月　会場＝日本橋・三越
本店、大丸ミュージアム KOBE、横浜・髙島屋、広島
県・平山郁夫美術館、名古屋・松坂屋美術館）No. 18。横
山操《新月富士》＝『朝日新聞』11.8夕刊、『美術通信』
706-p. 3、『三彩』253-p. 44、『萠春』183中絵、『横山操展
図録〈没後 20年記念〉』（三重県立美術館・朝日新聞社　平
成 5年 3月　会場＝上野・松坂屋、横浜・松坂屋、三重県
立美術館、大阪・松坂屋）No. 57、『横山操展〔カタロ
グ〕』（毎日新聞社　平成 11年 5月　会場＝東京国立近代美
術館、長岡・新潟県立近代美術館）No. 76／個人蔵。横山
操《甲府富士》＝『三彩』253-p. 37（多色図）。横山操《武蔵
野富士》＝『三彩』253-p. 42。横山操《波富士》＝『三彩』
253-p. 44。横山操《暁富士》＝『三彩』253-p. 51。横山操
《冬富士》＝『追悼特別展・横山操の回顧〔カタログ〕』（山種
美術館　昭和 48年 9月）、『横山操展〔カタログ〕』（毎日新
聞社　平成 11年 5月　会場＝東京国立近代美術館、長
岡・新潟県立近代美術館）No. 75／個人蔵
備考：第 10回展を記念して石本正・加山又造・平山郁
夫・横山操自選展が 8階催場のホールで開催され、新作展
では横山操が富士連作 8点を出品。また『三彩』誌（第
253号、昭和 45年 1月）がメンバーによる座談会を特集、
作品図版が多数収録される
主な文献
轟会第十回記念展（無署名）

美術通信　第 706号（昭和 44年 11月 30日号）　p. 3
轟会十回展（松原叔）

三彩　第 253号（昭和 45年 1月号）　p. 82　展覧会評
諸展観評（無署名）

萠 春　第 183号（昭 和 45年 1月 号）　pp. 33-38〔pp. 
33-34に記述〕

轟会第九回展（無署名）
萠春　第 168号（昭和 43年 8月号）　p. 45　諸展観評

轟会第 10 回展
昭和 44年（1969）11月 4日－9日　日本橋・髙島屋 6
階画廊　主催：髙島屋・村越画廊
出品
石本正《舞妓》《鶏頭（一）》《鶏頭（二）》《木瓜》《雪
景》＊、加山又造《雪》《牡丹（一）》＊《牡丹（二）》《猫
（一）》《猫（二）》《鯉（一）》《鯉（二）》《白鷺》《雁》
《鴉》＊《牡丹》＊、平山郁夫《白毫寺》《勝間田池の残
照》＊《浄瑠璃寺》《山の辺の道》《水上の池》《浄瑠璃
寺》《薬師寺の月夜》《飛鳥川》《春日野》＊、横山操
《富士八景》（《新月富士》《甲府富士》《武蔵野富士》
《波富士》《新雪富士》＊《暁富士》《冬富士》《富士川波
富士》＊）
作品図版：石本正《舞妓》＝『萠春』183中絵。石本正《鶏
頭（一）》＝『三彩』253-p. 43。石本正《鶏頭（二）》＝『三彩』

石本正《舞妓》

石本正《雛罌粟》

加山又造《天の川》六曲一双屛風

加山又造《牡丹》

平山郁夫《流砂の道》

平山郁夫《このはづく》 横山操《暁富二》
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